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かぜかなあ？

のどが痛いな…



ヒトメタニューモウイルス
ヒトメタニューモウイルス感染症とは？

おもに３月～６月流行時期

感染経路

上気道炎、気管支炎や肺炎などの呼吸器感染症を引き
起こすヒトメタニューモウイルスの感染症です。
初感染は生後６ヶ月頃から始まり、２歳までに約半数
が、遅くとも１０歳までにほぼ全員が感染します。
一度感染しても十分な免疫を得ることができないの
で、何度か繰り返して感染すると言われています。
乳幼児や免疫力が低下している患者さんでは重症化す
ることがあり注意を要します。

◆飛沫感染（→口や鼻から感染）

◆接触感染（→ウイルスに触れて感染）

咳やくしゃみ等で飛び散った
ウイルスを吸い込むことで感染するよ！

ウイルスを含んだ飛沫や鼻水の付いた
タオルや食器等を介して感染するよ！



感染症ってどんな病気？？
４～６日潜伏期間

症　状

咳、鼻水、発熱などの風邪の症状を呈しますが、
普通は１週間程度で良くなります。
重症化して気管支炎や肺炎になると、高熱、喘
鳴（呼吸時に「ゼーゼー」「ヒューヒュー」という
ような音がする状態）や呼吸困難を伴うように
なります。
発熱や咳が持続する場合は、
気管支炎や肺炎の可能性があります
ので、早めに受診しましょう。

咳 発熱 鼻水

こんな症状出てないかな？？



ヒトメタニューモウイルスの検査ヒトメタニューモウイルスの検査ヒトメタニューモウイルスの検査

ヒトメタニューモウイルスの検査は、検査の材料
を鼻の中から綿棒でぬぐい取るだけで簡単に行
うことが可能です。検査の結果も10分くらいです
ぐにわかります。
ヒトメタニューモウイルス感染症の診断は、検査
結果および臨床症状を考慮して医師が総合的に
判断しておこないます。

ヒトメタニューモウイルスは
検査でわかるよ。

ヒトメタニューモウイルスの検査は簡単です。

迅速診断キットには、保険診療上の
制約があり、６歳未満で画像診断又
は胸部聴診所見により肺炎が強く
疑われる場合に適応となります。



ヒトメタニューモウイルスの治療ヒトメタニューモウイルスの治療ヒトメタニューモウイルスの治療
ヒトメタニューモウイルス感染症への特別な
治療法はなく、特効薬もありません。このた
め、症状を和らげる咳止めや解熱剤などの対
症療法が行われます。
熱が３～４日以上続く場合には、細菌による
中耳炎や肺炎、気管支炎を併発している場合
があり、抗菌薬による治療が必要になること
もあります。
高熱が続くと体力を消耗し、脱水症状を引き
起こすことがありますので、水分を補給し、安
静にすることが大切です。

中耳炎 肺炎

気管支炎



! お子さんが
感染したかな？と
思ったら

お子さんが
感染したかな？と
思ったら

お子さんが
感染したかな？と
思ったら

□まずは病院や医院を受診しましょう。

□安静にして休養を取らせましょう。

□十分に水分を取らせましょう。

□タオルやコップなどは別々のものを使い、
　他の人にうつさないようにしましょう。

小さいお子さんは

重症化する恐れがあります。

十分に注意して下さい。



現在、ヒトメタニューモウイルスに対するワク
チンはありません。従って、普段の感染予防が
重要です。
くしゃみや咳で飛び散ったウイルスを吸い込
んだり、鼻水のついた手で触ったタオルや食
器で感染が広がります。保育園・幼稚園・小
学校などの集団感染にも注意が必要です。
また、家庭内でも感染してしまうことがありま
すので、家に帰ったら、手洗い、うがいを徹底
しましょう。感染が広がらないようにマスクを
着用し、タオルや食器をわけるなど感染対策
をしましょう。

ヒトメタニューモウイルス感染の予防ヒトメタニューモウイルス感染の予防ヒトメタニューモウイルス感染の予防

外ではマスク着用。
うがいしましょう。

せっけんで手を洗おう。
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